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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 人工膝関節全置換術において脛骨コンポーネントの設置異常を避けるためには正確な近

位部の骨切りが必要となる。脛骨近位骨切りに使用する髄外アライメントガイドを設置す

る際、脛骨前縁が指標として有用であることを、過去に申請者の研究グループは 3 次元シ

ミュレーションを用いて証明した。本研究の目的は、人工膝関節全置換術における脛骨近

位骨切り方法について、実際の臨床における脛骨前縁を指標とした方法の精度を、これま

でに行われていた足関節軟部組織および骨性指標を使用して行った方法（従来法）と比較

検討することである。 
 
 本方法では、髄外アライメントガイドの遠位端の回旋方向を脛骨近位前後軸にあわせ、

髄外アライメントガイドが脛骨前縁近位 1/3 と遠位 1/3 を結ぶ線と平行になるよう設置し

た。冠状面における脛骨コンポーネント設置の目標は、脛骨機能軸に対して垂直であり、

理想範囲を目標から３度以内とした。術後全下肢立位 X 線を用いて脛骨コンポーネントの

設置角度を計測した結果、理想範囲内であった割合は、従来法の87.2％から本方法は95.9％
と有意に改善していた。結論として、申請者の研究グループが過去に行った 3 次元シミュ

レーション同様に、人工膝関節全置換術における脛骨近位骨切りにおいて脛骨前縁は信頼

性のある指標であることが、実際の臨床においても証明された。 
 

 以上の成績はこの方面の研究の発展に重要な知見を加えた意義あるものと考えら

れる。 

 本論文についての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明

を求め、各調査委員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項につい

て種々質問を行い、満足すべき回答を得た。 

 

 以上のことから、調査委員合議の結果、試験は合格であると判断した。 

 


